
      

令
和
６
年
１
月
の
第
１
回
開
校
準
備
委
員
会
（
全
体
会
）
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
以
降
、
約
２
年
間
に
わ
た
り
開
校
に
向
け
て
調
整
等
が
必
要

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
開
校
準
備
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
各
部
会
で
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、「
開
校
準
備
委
員
会
だ
よ
り
」
を
発
行

い
た
し
ま
す
。 

 ■
総
務
部
会 

１ 

校
歌
に
関
す
る
こ
と 

〇 

校
歌
に
つ
い
て
、
次
の
方
々
へ
制
作
を
依
頼
し
ま
し
た
。 

作
曲 

加
藤 

公
一
（
か
と
う  

こ
う
い
ち
）
氏 

（
元
四
中
教
諭
、
音
楽
科
教
員
、
吹
奏
楽
指
導
者
） 

作
詞 

大
河
原
真
樹
（
お
お
か
わ
ら 

ま
さ
き
）
氏 

（
元
四
中
教
頭
、
国
語
科
教
員
） 

〇 

四
中
及
び
六
中
の
生
徒
か
ら
校
歌
歌
詞
に
入
れ
た
い
と
思
う

言
葉
（
フ
レ
ー
ズ
・
単
語
）
を
募
集
し
ま
し
た
（
応
募
数
33
件
）。 

２ 

校
章
に
関
す
る
こ
と 

〇 

四
中
及
び
六
中
の
生
徒
か
ら
デ

ザ
イ
ン
案
を
募
集
し
ま
し
た
（
応
募

数
123
件
）。 

〇 

応
募
作
を
総
務
部
会
で
選
考
し
、

全
体
会
で
最
終
案
が
決
定
さ
れ
た

後
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
当
該

最
終
案
を
校
章
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。 

３ 

校
旗
に
関
す
る
こ
と 

総
務
部
会
に
お
い
て
仕
様
を
決
定
し
ま
し
た
。 

〔
主
な
仕
様 

生
地
：
エ
ン
ジ
、
校
章
：
金
と
銀 

文
字
：
金
〕 

     

 

４ 

交
流
事
業
に
関
す
る
こ
と 

四
中
及
び
六
中
の
生
徒
が
顔
馴
染
み
に
な
り
、
仲
良
く
な
っ
て

北
成
中
学
校
で
の
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
令
和
６

年
度
に
１
回
、
令
和
７
年
度
に
７
回
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

５ 

部
活
動
に
関
す
る
こ
と 

〇 

現
在
、
四
中
及
び
六
中
に
設
置
し
て
い
る
部
活
動
を
維
持
す
る

こ
と
と
し
、
開
校
時
に
設
置
さ
れ
る
部
活
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

   

〇 

必
要
な
物
品
、
用
具
等
に
つ
い
て
は
、
使
用
で
き
る
も
の
は

引
き
続
き
使
用
し
、
新
た
に
購
入
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
計
画

的
な
調
達
を
進
め
ま
し
た
。 

６ 

学
校
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と 

開
校
に
向
け
た
改
修
工
事
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

〇
空
調
設
備 
・
新
た
に
使
用
す
る
普
通
教
室
に
設
置 

・
特
別
教
室
に
設
置 

〇
外
部
改
修 

・
北
成
中
学
校
サ
イ
ン
（
校
舎
外
壁
の
校
章
及
び

校
名
標
示
、
校
名
看
板
）
の
設
置 

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
駐
停
車
ス
ペ
ー
ス
の
標
示 

〇
駐
車
場 

 

・
校
舎
北
側
駐
車
場
内
の
駐
車
区
画
の
標
示 

７ 

学
校
と
地
域
の
連
携
に
関
す
る
こ
と 

四
中
及
び
六
中
の
生
徒
の
校
区
内
の
地
区
の
行
事
等
へ
の
参
加

及
び
中
学
校
活
動
へ
の
地
区
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
現
状
把
握
を

行
い
、
開
校
後
に
各
地
区
と
学
校
の
間
で
、
個
別
に
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
、
生
徒
に
無
理
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
十
分
に
配
慮
し
、

よ
り
良
い
連
携
の
形
を
探
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
部
会 

１ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
及
び
後
援
会
組
織
に
つ
い
て 

⑴ 

部
会
に
お
け
る
検
討
経
過 

〇 

現
在
、
四
中
及
び
六
中
に
あ
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
（
教
育
振
興

会
、
父
母
と
教
師
の
会
）
」
と
「
後
援
会
組
織
（
体
育
文
化
活
動

後
援
会
、
体
育
文
化
後
援
会
）」
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現

行
同
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
後
援
会
組
織
を
設
置
す
る
方
向
で
各

組
織
体
制
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

〇 

組
織
体
制
及
び
役
員
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
を
規

約
案
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
そ
れ
を
素
案
と
し
て
、
四
中
及
び

六
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
及
び
教
職
員
へ
情
報
提
供
し
ま
し
た
。 

〇 

当
該
素
案
を
も
と
に
、
四
中
及
び
六
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
及
び

教
職
員
の
皆
さ
ん
で
、
新
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

⑵ 

新
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
名
称
案 

名
称
案
：
米
沢
市
立
北
成
中
学
校
教
育
会 

夢
を
叶
え
る
人
に
成
れ 

未
来
は
常
に
拓
か
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 

誠
実
な
姿
に
ほ
ほ
笑
む 

す
べ
て
に
直
向
き
な
人
で
あ
れ 

一
人
一
人
が
毅
然
と
向
き
合
い 

正
義
が
生
き
る
心
の
居
場
所 

自
分
も
友
も
素
直
で
い
ら
れ
る 

そ
の
喜
び
に
感
謝
し
よ
う 

団
結
と
継
続
を
掲
げ 

蒼
天
に
気
概
を
示
せ 

夢
が
近
づ
く
奇
跡
の
言
葉 

為
せ
ば
成
る 

北
で
成
る 

北
成
中
学
校 

北
成
中
学
校
校
歌
の
歌
詞 

誰
か
を
癒
や
せ
る
人
に
成
れ 

心
に
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て 

ど
ん
な
思
い
も
受
け
と
め
る 

す
べ
て
を
愛
せ
る
人
で
あ
れ 

一
人
一
人
の
違
い
が
輝
き 

優
し
さ
溢
れ
る
命
の
沃
野 

自
分
も
友
も
好
き
で
い
ら
れ
る 

そ
の
幸
せ
を
噛
み
締
め
よ
う 

理
想
と
自
律
を
胸
に 

碧
空
に
純
真
を
映
せ 

絆
を
結
ぶ
勇
気
の
言
葉 

為
せ
ば
成
る 

北
で
成
る 

北
成
中
学
校 

 

米
沢
市
立
北
成
中
学
校 

開
校
準
備
委
員
会
だ
よ
り 

北成中学校校章 

次
ペ
ー
ジ
に
続
く☛

 

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
女
）、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
（
男
女
）
、
卓
球
（
男
女
）
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
女
）、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
陸
上
、
吹
奏
楽
、
総
合
文
化 



四
中
教
育
振
興
会
、
六
中
父
母
と
教
師
の
会
及
び
学
校
教
職
員

で
検
討
の
結
果
、
部
会
作
成
の
素
案
に
あ
っ
た
後
援
会
組
織
は
設

け
ず
、
新
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
み
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

⑶ 

規
約
の
承
認
手
続 

適
切
な
時
期
を
捉
え
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等
で
の
承
認
を
受
け
る

も
の
と
し
、
実
施
の
方
法
や
時
期
は
、
四
中
及
び
六
中
間
で
協

議
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

⑷ 

会
費
（
運
営
の
た
め
の
保
護
者
負
担
） 

四
中
及
び
六
中
で
精
査
の
う
え
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

２ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
交
流
に
つ
い
て 

四
中
教
育
振
興
会
役
員
及
び
六
中
父
母
と
教
師
の
会
役
員
に
よ

る
検
討
会
を
２
度
実
施
し
ま
し
た
。 

 

■
同
窓
会
部
会 

〇 

開
校
時
、
同
窓
会
組
織
を
設
立
し
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

〇 

四
中
同
窓
会
組
織
は
、
閉
校
後
も
継
続
す
る
予
定
で
す
の
で
、

同
窓
会
で
適
切
に
財
務
処
理
を
行
い
ま
す
。 

〇 

六
中
同
窓
会
組
織
は
、
閉
校
に
伴
い
解
散
す
る
予
定
で
す
の

で
、
同
窓
会
と
学
校
間
で
適
切
に
財
務
処
理
を
行
い
ま
す
。 

 

■
通
学
部
会 

１ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
こ
と 

⑴ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
対
象
者
及
び
運
行
エ
リ
ア
に
つ
い
て 

○ 

学
校
の
再
編
統
合
に
伴
い
遠
距
離
通
学
と
な
る
子
ど
も
達
の

通
学
を
支
援
す
る
た
め
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 

○ 

中
学
校
の
遠
距
離
通
学
に
つ
い
て
は
国
の
基
準
で
は
６
㎞
以

上
で
す
が
、
本
市
の
学
校
統
合
に
伴
う
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
エ

リ
ア
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
従
来
よ
り
も
学
区
が
広
範
囲
に
な

る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
小
学
校
の
遠
距
離
通
学
の
基
準
で
あ
る

４
㎞
以
遠
を
基
準
と
し
ま
し
た
。 

○ 

４
㎞
ち
ょ
う
ど
で
の
線
引
き
が
難
し
い
箇
所
で
は
、
４
㎞
か

ら
３
㎞
の
範
囲
内
で
、
道
路
状
況
や
地
形
等
の
周
辺
の
諸
状
況

を
勘
案
し
た
う
え
で
設
定
し
ま
し
た
。 

⑵ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
方
法
に
つ
い
て 

○ 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
３
台
と
タ
ク
シ
ー
２
台
を
使
用
し
ま
す
。 

○ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
者
は
、
１
年
を
通
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
利
用
し
て
通
学
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

⑶ 

情
報
発
信
及
び
周
知
方
法 

○ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
エ
リ
ア
及
び
そ
の
設
定
に
当
た
っ
て
の

経
緯
等
に
つ
い
て
、
四
中
、
六
中
、
広
幡
小
、
六
郷
小
、
塩
井

小
、
窪
田
小
及
び
北
部
小
の
保
護
者
へ
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

○ 

お
知
ら
せ
文
書
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
を
受
け

付
け
、
個
別
に
回
答
し
ま
し
た
。
併
せ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

内
容
を
掲
載
し
て
情
報
発
信
し
ま
し
た
。 

○ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

① 

令
和
８
年
度
に
北
成
中
学
校
に
入
学
予
定
の
現
小
学
６
年

生
の
う
ち
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護

者
向
け
に
、
令
和
７
年
11
月
に
開
催 

② 

現
中
学
２
年
生
及
び
１
年
生
の
う
ち
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

対
象
と
な
る
生
徒
の
保
護
者
向
け
に
、
令
和
８
年
２
月
に
２

回
開
催 

⑷ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
及
び
乗
降
場
所
に
つ
い
て 

 

ル
ー
ト
（
使
用
車
両
） 

 
 

乗 

降 

場 

所 

①
広
幡 

塩
井
バ
ス 

原
口
バ
ス
停
～
下
町
バ
ス
停
～
成
島
バ
ス
停

～
沖
仲
バ
ス
停
～
北
成
中
学
校 

②
六
郷
バ
ス 

 
 

 

長
橋
バ
ス
停
～
桐
原
バ
ス
停
～
一
漆
バ
ス
停

～
西
藤
泉
バ
ス
停
～
北
成
中
学
校 

③
窪
田
バ
ス 

 
 

 

藤
泉
バ
ス
停
～
小
瀬
バ
ス
停
～
上
矢
野
目
バ

ス
停
～
窪
田
北
バ
ス
停
～
窪
田
南
バ
ス
停
～

北
成
中
学
校 

④
広
幡
タ
ク
シ
ー 

 

下
小
菅
北
バ
ス
停
～
下
小
菅
南
バ
ス
停
～
谷

地
館
バ
ス
停
～
北
成
中
学
校 

⑤
窪
田
タ
ク
シ
ー 

 

下
矢
野
目
バ
ス
停
～
東
江
股
バ
ス
停
～
北
成

中
学
校 

〇 

乗
降
場
所
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
移
動
距
離
が
長
距
離
に
な

ら
な
い
よ
う
考
慮
し
、
市
施
設
又
は
公
共
的
施
設
の
ほ
か
、
個

人
・
民
間
企
業
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
設
定
し
ま
し
た
。 

２ 

自
転
車
通
学
に
関
す
る
こ
と 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
者
を
除
き
、
自
転
車
通
学
を
希
望
す
る
生

徒
は
、
全
員
自
転
車
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

３ 
通
学
の
安
全
に
関
す
る
こ
と 

○ 
幹
線
道
路
等
の
比
較
的
広
い
道
路
の
利
用
を
基
本
と
し
、
登
下

校
時
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
経
路
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

○ 

想
定
さ
れ
る
通
学
経
路
の
除
排
雪
及
び
交
通
安
全
に
つ
い
て
、

特
に
配
慮
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
市
の
除
雪
担
当
課
及
び
交

通
安
全
担
当
課
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

○ 

「
登
下
校
時
の
見
守
り
」
の
協
力
に
関
す
る
お
願
い
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
沿
線
地
域
に
隣
組
回
覧
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

(

チ
ラ
シ
の
主
旨)

 

通
学
時
、
第
六
中
学
校
方
面
か
ら
通
う
生
徒
に
と
っ
て
初
め

て
通
る
こ
と
と
な
る
道
路
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、
登
下
校
の
時
間
帯
で
お
気
づ
き
に

な
っ
た
際
は
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
に
御
協
力
く
だ
さ
い
。 

⦿

中
学
生
の
登
下
校
時
間(

お
お
よ
そ
の
時
間)

 

登
校
時
間 

午
前
７
時
頃
～
午
前
８
時
15
分
頃 

下
校
時
間 

午
後
２
時
10
分
頃
～
午
後
５
時
30
分
頃 

● 

塩
井
方
面
か
ら
の
通
学
経
路
で
多
く
の
生
徒
が
通
行
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
地
点 

       

〇 

現
四
中
及
び
六
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、
開
校
後
４
月
末

ま
で
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
兼
ね
た
通
学
時
の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。 

①塩井アンダーパス 

②塩井の県道３号Ｔ字路 

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
） 

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
） 
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